
おかげさまで129年



東京商工リサーチ

2021年2月 -1-

宿泊業の倒産　月次推移 （負債総額単位：百万円）

件数 負債総額 件数 負債総額 件数 負債総額 件数 負債総額

１月 9 51,329 10 3,015 9 4,100 4 1,264

２月 8 2,072 5 2,128 8 829 3 2,472

３月 5 230 6 1,429 13 9,916 #N/A

４月 2 3,568 25 17,985 3 1,916 #N/A

５月 4 940 10 8,215 7 102,229 #N/A

６月 2 270 16 10,152 3 737 #N/A

７月 9 1,668 7 1,112 6 609 #N/A

８月 4 651 4 2,900 14 7,520 #N/A

９月 7 797 9 3,001 7 2,354 #N/A

10月 8 3,101 13 5,887 8 8,543 #N/A

11月 12 18,366 8 1,593 4 609 #N/A

12月 5 43,135 5 595 4 238 #N/A

年 計 75 126,127 118 58,012 86 139,600 7 3,736

2022(令和4)年　　　年

月

2019(令和1)年 2020(令和2)年 2021(令和3)年

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

倒産件数

3 件

前年同月比 ▲ 62.50%

2021年2月 8 件

前月比 ▲ 25.00%

2022年1月 4 件

※TSRの倒産集計は、1952年の集計開始以来、法的倒産と私的倒産を含む 

2022（令和4）年2月度 宿泊業の倒産

（負債額1,000万円以上の企業倒産）

＋ 95.56%

12億6,400万円

負債総額

24億7,200万円

＋ 198.19%

8億2,900万円

倒産件数、2月度では過去20年間で最少、負債は4カ月ぶりに増加

2月の宿泊業倒産は3件（前年同月比62.5％減）で、2021年9月から6カ月連続で前年同月

を下回り、2002年以降の過去20年で最低となった。「新型コロナウイルス」関連倒産は2

件で、前年同月（4件）から2件減少した。

2月の負債総額は24億7,200万円（同198.1％増）で、2021年10月以来、4カ月ぶりに前年

同月を上回った。負債10億円以上の大型倒産が1件（前年同月ゼロ）発生し、負債総額を

押し上げた。

形態別では、3件すべてが破産だった。

地区別では北陸（富山）、近畿（京都）、九州（大分）が各1件だった。

2021年度（4-3月）の倒産件数は2月までに63件にとどまり、前年同期（114件）から4割

超（44.7％減）減少している。金融機関等による資金繰り支援策のほか、雇用調整助成金

などの各種助成金が支えとなり、倒産件数は抑制されている。

倒産概況

問合先：経済研究室
電 話：03(6910)3157
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宿泊業の倒産 同月（2月）推移

平均

（件） 前年比 （百万円） 前年比 負債額

2003年2月 5 -  21,771 -  4,354

2004年2月 4 ▲20.00% 2,720 ▲87.50% 680

2005年2月 11 175.00% 11,460 321.32% 1,041

2006年2月 15 36.36% 29,127 154.16% 1,941

2007年2月 7 ▲53.33% 12,183 ▲58.17% 1,740

2008年2月 9 28.57% 2,778 ▲77.19% 308

2009年2月 11 22.22% 5,024 80.84% 456

2010年2月 7 ▲36.36% 4,128 ▲17.83% 589

2011年2月 8 14.28% 2,282 ▲44.71% 285

2012年2月 13 62.50% 9,021 295.31% 693

2013年2月 9 ▲30.76% 10,447 15.80% 1,160

2014年2月 7 ▲22.22% 2,469 ▲76.36% 352

2015年2月 8 14.28% 9,219 273.39% 1,152

2016年2月 7 ▲12.50% 5,306 ▲42.44% 758

2017年2月 8 14.28% 3,669 ▲30.85% 458

2018年2月 8 0.00% 1,899 ▲48.24% 237

2019年2月 8 0.00% 2,072 9.11% 259

2020年2月 5 ▲37.50% 2,128 2.70% 425

2021年2月 8 60.00% 829 ▲61.04% 103

2022年2月 3 ▲62.50% 2,472 198.19% 824

年月
件数 負債総額

倒産事例

（株）山一観光（TSR企業コード:890073562、法人番号:9320001010197、大分県）は、

日田市天ヶ瀬温泉において観光ホテル「みるき～すぱサンビレッヂ」を経営。同ホテルは

天ヶ瀬温泉中心部からやや離れた高台に立地し、7階建て客室棟のほか、ペット可の別棟

もある大型施設だった。男女別の大浴場2カ所やプールに加え、100畳を超える大宴会場も

3カ所あり、複数の団体客に対応していた。

ピーク時の1997年4月期には売上高約8億円をあげ、その後も無難な経営を続けていたが、

観光客の減少に伴い、宿泊客も減少。近年は年間売上高が2億円台で推移し、赤字が散見

されていた。

2020年春以降は、新型コロナウイルス感染に伴い、従前通りの営業か困難となるなか、

緊急事態宣言中には休業を余儀なくされた。また、「令和2年7月豪雨」による玖珠川の氾

濫で、周辺の幹線道路や施設に甚大な被害が発生し、天ヶ瀬温泉への観光客も急減した。

2021年4月期には売上高約7,000万円まで落ち込み、長引くコロナ禍で観光需要が低迷する

なか、業績回復の兆しも見えず事業継続を断念。大分地裁日田支部に破産を申請した。

負債総額は23億5,100万円で、大分県でのコロナ関連倒産としては負債額で最大。

（有）魚恵（TSR企業コード:592068358、法人番号: 5230002013278、富山県）は、割烹

料理店を経て、直近では民宿「日本海氷見小さな隠れ味宿・魚恵」を経営していた。

家族経営の小規模な宿で、全4室。氷見温泉元湯を引いた温泉を提供していたほか、毎

朝漁港で仕入れる海の幸と自家製野菜を使った料理が自慢で、常連客らが多数訪れていた。

しかし、新型コロナウイルスの感染拡大以降、客足は減少の一途をたどり、2020年5月

期には売上高が約4,800万円まで落ち込んだ。その後も外出自粛などから、先行きが見通

せない状況が続き、2020年9月末で営業を停止していた。負債総額は9,143万円。
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2022（令和4）年2月度宿泊業 負債額別倒産状況

当月 構成比 前年同月比 前年同月 当月 構成比 前年同月比 前年同月

10億円以上 1 33.33% -  0 2,351 95.10% -  0

5億円以上 0 0.00% -  0 0 0.00% -  0

1億円以上 0 0.00% ▲100.00% 4 0 0.00% ▲100.00% 672

5千万円以上 1 33.33% 0.00% 1 91 3.68% 13.75% 80

1千万円以上 1 33.33% ▲66.66% 3 30 1.21% ▲61.03% 77

合計 3 100% ▲62.50% 8 2,472 100% 198.19% 829

件数 負債総額（百万円）
負債額

2022（令和4）年2月度宿泊業 形態別倒産状況

当月 構成比 前年同月比 前年同月 当月 構成比 前年同月比 前年同月

 会社更生法 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

 民事再生法 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

（再建型） ( 0 ) ( 0.00% ) - ( 0 ) ( 0 ) ( 0.00% ) - ( 0 )

 破産 3 100.00% ▲57.14% 7 2,472 100.00% 230.04% 749

 特別清算 0 0.00% ▲100.00% 1 0 0.00% ▲100.00% 80

（消滅型） ( 3 ) ( 100.00% ) (▲62.50% ) ( 8 ) ( 2,472 ) ( 100.00% ) ( 198.19% ) ( 829 )

法的倒産 3 100.00% ▲62.50% 8 2,472 100.00% 198.19% 829

 取引停止処分 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

 内整理 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

私的倒産 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

合計 3 100% ▲62.50% 8 2,472 100% 198.19% 829

負債総額（百万円）件数
形態

2022（令和4）年2月度宿泊業 原因別倒産状況

当月 構成比 前年同月比 前年同月 当月 構成比 前年同月比 前年同月

 事業上の失敗 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

 事業外の失敗 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

 融手操作 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

（小計） ( 0 ) ( 0.00% ) - ( 0 ) ( 0 ) ( 0.00% ) - ( 0 )

 運転資金の欠乏 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

 金利負担の増加 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

（小計） ( 0 ) ( 0.00% ) - ( 0 ) ( 0 ) ( 0.00% ) - ( 0 )

他社倒産の余波 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

既往のシワ寄せ ①赤字累積 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

信用性低下 取引先の打切り 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

販売不振 ② 3 100.00% ▲57.14% 7 2,472 100.00% 230.04% 749

売掛金等回収難 ③ 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

在庫状態悪化 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

設備投資過大 0 0.00% ▲100.00% 1 0 0.00% ▲100.00% 80

その他 偶発的原因 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

3 100.00% ▲62.50% 8 2,472 100.00% 198.19% 829

3 100.00% ▲57.14% 7 2,472 100.00% 230.04% 749

負債総額（百万円）

合計

主因 明細
件数

放漫経営

過小資本

不況型倒産（①+②+③）


